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朝
鮮
国
に
お
け
る
士
庶
人
層
の
人
霊
祭
祀
と
そ
の
表
象
（
上
）

　
―
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
を
題
材
に
―

井
上
　
智
勝
*

*

い
の
う
え
・
と
も
か
つ
、
埼
玉
大
学
教
養
学
部
教
授
、
日
本
近
世
史
　
東
ア
ジ
ア
宗
教
社
会
史

本
稿
で
は
、
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
を
主
な
素
材
と
し
て
、
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
士
庶
人
層
の
未
亡
人
に
よ
る
亡
夫
祭
祀
の
諸
相
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
時

代
の
人
霊
祭
祀
の
実
態
を
提
示
し
た
。
朱
子
学
を
経
国
の
基
礎
に
据
え
た
朝
鮮
王
朝
に
お
い
て
は
、
朱
子
の
『
家
禮
』
に
則
っ
た
祖
先
や
死
亡
家
族
の
祭
祀
が
推
奨
さ
れ
た
が
、

『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
は
、
『
家
禮
』
に
則
っ
た
神
主
以
外
の
祭
祀
形
態
に
よ
っ
て
亡
夫
を
祀
っ
た
未
亡
人
も
ま
た
、
旌
表
を
受
け
た
例
が
認
め
ら
れ
た
。
国
王

家
の
原
廟
で
用
い
ら
れ
る
影
幀
は
も
と
よ
り
、
土
像
、
衣
服
や
告
身
を
神
主
の
位
置
に
据
え
た
祭
祀
も
ま
た
、
王
朝
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
像
に
よ
る
祭
祀
に
は
、
仏
教
・
道

教
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
朝
鮮
国
は
儒
教
国
家
と
看
做
さ
れ
る
が
、
士
庶
人
層
が
か
か
る
祭
祀
を
行
う
こ
と
を
許
容
し
、
顕
彰
す
る
寛
容
性
を
具
え
て
い
た
。

關
鍵
詞　
　

儒
教
祭
祀　

神
主　

木
主　

影
幀　

肖
像　

衣
服　

家
禮　

亡
魂　

尸

序

本
稿
は
、
朝
鮮
国
の
士
庶
人
層
に
お
け
る
人
霊
祭
祀
と
、
そ
の
霊
魂
を
召
喚
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
表
象
―
具
体
的
に
言
え
ば
霊
魂
の
依
代
―
に
つ
い
て
検
討

し
、
儒
教
国
家
と
さ
れ
る
朝
鮮
の
士
庶
人
層
の
人
霊
祭
祀
の
実
情
を
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

　

朝
鮮
国
は
、
儒
教
、
よ
り
具
体
的
に
は
朱
子
学
を
経
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
、

そ
れ
を
忠
実
に
遵
守
す
る
こ
と
で
東
ア
ジ
ア
の
文
明
国
た
る
こ
と
を
誇
示
し
よ
う
と

し
た
。
そ
れ
は
祖
先
や
家
に
属
し
た
故
人
の
祭
祀
に
も
反
映
し
、
朱
子
の
『
家
禮
』

に
則
っ
た
祭
祀
が
奨
励
さ
れ
た
。
『
家
禮
』
に
お
い
て
は
、
神
主
を
霊
魂
の
依
代
と

し
て
祭
祀
を
行
う
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る

（
（
（ 

。
し
か
し
、
王
朝
が
『
家
禮
』
の
実
践

を
推
奨
し
た
こ
と
と
、
か
か
る
方
法
が
士
庶
人
層
ま
で
に
徹
底
し
て
い
た
か
は
別
問

題
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
士
庶
人
層
に
お
け
る
人
霊
祭
祀
の
実
態
と
そ

の
表
象
を
検
討
し
て
み
る
の
が
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
か
か
る
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
有
効
な
史
料
は
な
か
な
か
に
得
難

い
。
本
稿
は
、
こ
の
欠
を
埋
め
る
史
料
と
し
て
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
に
着
目

す
る
。
本
書
は
、
朝
鮮
王
朝
が
忠
・
孝
・
貞
と
い
う
儒
教
的
徳
目
の
実
践
を
士
庶
人

層
に
促
す
た
め
に
刊
行
し
た
『
三
綱
行
實
圖
』
『
續
三
綱
行
實
圖
』
の
後
継
書
で
、

光
海
君
の
代
に
編
纂
さ
れ
た
。
忠
臣
圖
・
孝
子
圖
・
烈
女
圖
の
三
篇
か
ら
成
る
。
王

朝
が
顕
彰
し
た
儒
教
的
徳
目
の
実
践
者
の
事
績
を
漢
文
の
み
な
ら
ず
、
庶
民
層
向
け

に
諺
文
に
よ
っ
て
も
記
し
、
異
時
同
図
法
に
よ
る
絵
解
き
風
の
挿
絵
を
加
え
て
い
る
。

新
羅
時
代
か
ら
当
代
光
海
君
ま
で
の
朝
鮮
に
お
け
る
徳
目
実
践
者
の
顕
彰
例
を
採
録

『埼玉大学紀要（教養学部）』第 57 巻第 2 号、2022 年



146

す
る
が
、
大
半
は
豊
臣
日
本
軍
に
抗
し
た
人
々
に
対
す
る
表
彰
例
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
王
朝
が
推
奨
す
る
道
徳
の
実
践
者
の
国
家
に
よ
る
顕
彰
、
す
な
わ
ち
国

家
が
求
め
た
模
範
的
人
物
像
を
理
解
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た

（
（
（ 

。

し
か
し
、
そ
こ
に
み
え
る
人
霊
祭
祀
を
見
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
『
家
禮
』
に
則
ら

な
い
方
法
で
の
祭
祀
に
よ
っ
て
、
王
朝
か
ら
顕
彰
を
受
け
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。

か
か
る
人
霊
祭
祀
の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
儒
教
国
朝
鮮
の
士
庶
人
層
に
お
け

る
儒
教
道
徳
の
実
践
の
実
情
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
忠
臣
圖
・
孝
子
圖
・
烈
女
圖
の
三
篇
の
う
ち
、

ま
ず
烈
女
圖

( (

( 

を
題
材
に
事
例
検
討
を
行
い
、
忠
臣
圖
・
孝
子
圖
に
つ
い
て
は
他
日

を
期
す
こ
と
と
す
る
。
烈
女
圖
に
お
い
て
王
朝
か
ら
の
表
彰
を
受
け
る
の
は
、
殆
ど

が
未
亡
人
に
よ
る
亡
夫
の
祭
祀
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
は
人
霊
祭
祀
の
う
ち
亡
夫
祭
祀

を
中
心
と
し
た
検
討
と
な
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
奴
婢
の
顕
彰
例
が
少
な
か
ら
ず
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
士
庶
人
層
の
み
な
ら
ず
奴
婢
を
も
含
む
検
討
に
な
る
こ

と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

　

事
例
の
掲
出
方
法
は
、
各
々
の
冒
頭
に
「
一
―
十
六 
李
氏
圖
形
」
の
ご
と
く
番

号
と
題
名
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
て
付
し
、
以
降
、
筆
者
の
解
釈
に
よ
り
そ
の
内
容
を
簡

略
に
掲
げ
、
行
論
に
必
要
な
範
囲
で
漢
字
の
原
文
を
〔　

〕
に
入
れ
て
示
し
た
。
努

め
て
正
字
体
を
用
い
る
よ
う
に
し
た
が
、
ワ
ー
プ
ロ
の
辞
書
で
対
応
で
き
る
範
囲
に

止
ま
っ
て
お
り
、
不
完
全
な
形
で
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
ま
た
、
番

号
は
全
八
巻
か
ら
成
る
烈
女
圖
の
巻
次
と
丁
数
を
示
し
、
題
名
は
挿
絵
に
付
さ
れ
た

名
称
を
用
い
た
。
各
巻
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
目
録
の
名
称
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、

挿
絵
に
付
さ
れ
た
名
称
は
四
字
ま
た
は
五
字
で
、
文
字
数
に
多
寡
の
あ
る
目
録
の
そ

れ
よ
り
も
掲
出
に
便
が
よ
い
た
め
で
あ
る
。
時
に
同
題
名
が
あ
る
が
、
番
号
を
以
て

区
別
さ
れ
た
い
。

一　

神
主
を
用
い
た
祭
祀

　

ま
ず
は
『
家
禮
』
に
依
拠
し
た
形
、
即
ち
神
主
を
用
い
た
亡
夫
祭
祀
の
例
を
見
て

み
よ
う
。
神
主
は
、
木
製
の
板
に
故
人
の
諡
を
記
し
た
位
牌
で
あ
る
。
「
木
主
」
「
神

位
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
「
神
主
」
で
統
一
す
る
。

二
―
十 

翁
主
節
行　

成
宗
の
娘
で
あ
る
恭
慎
翁
主
は
、
清
寧
尉
韓
景
琛
に
降
嫁
し

た
。
早
く
に
寡
婦
と
な
り
、
燕
山
君
十
年
（
一
五
〇
四
）
に
牙
山
に
配
流
さ
れ
た
。

こ
の
時
亡
夫
の
神
主
を
携
え
て
ゆ
き
、
朝
夕
に
哭
奠
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
〔
抱
神
主
、

以
行
朝
夕
必
哭
奠
〕
た
め
、
中
宗
代
に
「
旌
閭
」
を
受
け
表
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
に
は
、

神
主
を
携
え
て
配
所
に
向
か
う
翁
主
の
姿
と
、
建
物
の
奥
に
神
主
を
、
手
前
に
蝋
燭

と
祭
器
を
載
せ
た
香
案
を
置
い
た
前
で
、
哭
奠
に
従
う
翁
主
の
姿
が
描
か
れ
る
【
図

1
】
。
掲
出
部
分
の
外
に
は
、
烈
女
門
の
描
写
も
み
ら
れ
る
。
「
旌
閭
」
は
、
そ
の
建

立
を
伴
っ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
模
範
的
な
女
子
像
を
貫
い
て
王
朝
か
ら
顕
彰
を
受
け
た
の
は
、
王
族

の
女
子
の
み
で
は
な
い
。
士
庶
人
は
も
と
よ
り
、
奴
婢
の
中
に
も
王
朝
か
ら
顕
彰
を

受
け
る
者
が
あ
っ
た
。

二
―
二
十
七 

宋
氏
哭
墓　

宋
氏
は
延
安
府
の
人
で
、
士
人
閔
景
賢
に
嫁
し
た
。
夫

の
死
後
、
朝
夕
に
墓
参
し
て
泣
哭
し
、
喪
が
明
け
て
後
、
神
主
を
立
て
、
衣
服
や
遺

愛
の
品
を
並
べ
て
、
生
涯
亡
夫
の
祭
奠
を
行
っ
た
〔
立
神
主
、
陳
服
玩
供
奠
一
如
平

生
〕
。
中
宗
の
代
に
旌
閭
を
受
け
た
。
挿
絵
に
は
神
主
の
前
に
香
案
を
置
き
、
そ
の

上
に
蝋
燭
と
祭
器
を
置
い
て
亡
夫
の
哭
奠
を
行
う
宋
氏
の
姿
が
描
か
れ
る
【
図
2
】
。

二
―
四
十
四 

金
氏
節
行　

金
氏
は
全
州
の
人
、
朴
衡
文
に
嫁
い
だ
。
夫
の
死
後
、

梳
る
こ
と
を
忘
れ
、
朝
夕
の
祭
祀
を
怠
ら
ず
に
三
年
を
過
ご
し
、
喪
が
明
け
て
か
ら

は
時
節
毎
に
衣
を
製
し
、
神
主
に
供
え
た
〔
毎
時
節
製
衣
、
薦
于
神
主
〕
た
め
、
中
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図 1 　翁主節行 (2-10) 

図 3 　金氏節行 (2-44) 

図 2　 宋氏哭墓 (2-27) 

図 4　 全氏冒火 (2-14) 

出典：図 1―5、図 7―18、図 20―29：『東國新續三綱行實圖』（1992 年 弘文閣） 

　　　図 6・19 ：『續三綱行實圖』（1992 年 弘文閣） 

凡例：図題は挿絵に記された題による。 

　　　図題の後の数字（例：2-10）は当該図版が収載された巻数－丁数を示す。

　　　「續」は 『續三綱行實圖』 を、 続く数字は同書烈女圖の丁数を示す。
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宗
の
代
に
旌
閭
を
受
け
た
。
挿
絵
に
は
奥
に
神
主
、
手
前
に
蝋
燭
と
祭
器
を
載
せ
た

香
案
が
描
か
れ
、
そ
の
手
前
で
蓋
頭
に
身
を
包
ん
で
哭
奠
に
従
う
金
氏
の
右
横
に
、

亡
夫
の
た
め
の
衣
服
が
置
か
れ
て
い
る
。
屋
敷
の
外
に
は
烈
女
門
が
み
え
る
【
図
3
】
。

三
―
四
十
六 

芷
芝
懷
刃　

恩
津
県
の
人
、
官
婢
芷
芝
は
、
早
く
に
夫
を
亡
く
し
た
。

喪
が
明
け
て
後
、
常
に
練
衣
に
身
を
包
ん
で
肉
を
食
さ
ず
、
時
物
を
供
え
、
四
節
に

は
新
衣
を
製
し
、
神
位
の
前
に
置
い
て
泣
哭
し
た
〔
時
物
必
薦
之
、
四
節
製
新
衣
、

哭
置
神
位
前
〕
。
挿
絵
に
は
芷
芝
が
哭
奠
に
従
う
姿
が
描
か
れ
る
が
、
香
案
の
み
で

神
主
の
記
載
は
な
い
。

　

宋
氏
は
「
士
人
」
に
嫁
ぎ
、
金
氏
の
夫
に
は
肩
書
き
が
な
い
た
め
一
般
の
庶
人
で

あ
ろ
う
。
芷
芝
は
官
婢
で
あ
る
。
士
庶
人
か
ら
奴
婢
に
至
る
ま
で
の
妻
が
恭
慎
翁
主

同
様
に
、
操
を
守
っ
て
神
主
に
よ
る
亡
夫
の
祭
祀
を
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
王
朝
か

ら
の
顕
彰
を
受
け
て
い
る
。
図
１
・
２
・
３
で
は
、
神
主
が
供
物
を
並
べ
た
香
案
の
奥

に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
後
に
言
及
す
る
図
４
も
同
様
で
あ
る
。

　

衣
服
や
遺
愛
の
品
は
、
「
陳な

ら

」
べ
た
り
「
薦そ

な

」
え
た
り
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
神

主
の
前
に
「
置
」
く
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
、
図
３
で
は
衣
服
は
香
案
の
手
前
の
床

に
置
か
れ
て
い
る
。
神
主
が
霊
魂
の
依
代
と
し
て
礼
拝
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
衣
服
や
遺
愛
の
品
は
故
人
を
「
一
如
平
生
」
即
ち
生
前
同
様
に
祭
る
た
め
の

供
物
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
は
、
神
主
を
文
字
ど
お
り
身
命
を
賭
し
て

死
守
し
た
女
子
の
姿
も
み
え
る
。

二
―
七
十
九 

羅
氏
禱
天　

清
州
の
人
羅
氏
は
、
学
生
李
渾
に
嫁
い
だ
。
病
を
得
た

夫
の
た
め
に
天
に
祈
る
も
効
な
く
夫
は
没
し
、
喪
が
明
け
て
後
も
素
衣
・
素
食
で
過

ご
し
た
。
あ
る
日
、
賊
が
屋
敷
に
乱
入
し
た
時
、
羅
氏
は
賊
難
を
恐
れ
る
こ
と
な
く

果
敢
に
祠
堂
に
走
り
入
り
、
神
主
を
守
り
抜
い
た
。
こ
の
行
動
が
賞
せ
ら
れ
、
宣
祖

代
に
「
旌
門
」
を
受
け
烈
女
門
を
建
立
さ
れ
た
。

二
―
十
四 

全
氏
冒
火　

光
州
の
人
全
氏
は
、
生
員
金
士
忠
の
妻
で
あ
っ
た
。
夫
の

死
後
、
そ
の
祭
祀
に
誠
を
尽
く
し
、
喪
が
明
け
て
も
な
お
喪
服
を
着
け
て
過
ご
し
て

い
た
。
あ
る
日
、
家
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
折
、
全
氏
は
我
が
身
を
顧
み
ず
火
中
に

飛
び
込
み
、
自
ら
は
全
身
に
激
し
い
火
傷
を
負
い
な
が
ら
夫
の
神
位
を
搬
出
し
た
。

挿
絵
に
は
、
建
物
の
奥
に
神
主
を
置
き
、
手
前
に
案
を
設
け
て
蝋
燭
二
本
と
祭
器
を

捧
げ
、
蓋
頭
に
身
を
包
ん
で
庭
前
で
哭
奠
を
行
う
全
氏
の
姿
が
み
え
る
【
図
4
】
。

中
宗
代
に
旌
門
を
受
け
て
表
彰
さ
れ
た
。

一
―
五
十
三 

洪
氏
廬
墓　

麻
田
郡
の
人
洪
氏
は
、
観
察
使
李
尹
仁
の
妻
で
あ
っ
た
。

夫
の
死
後
、
朝
夕
に
祭
祀
を
欠
か
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
屋
敷
が
火
災
に
見
舞
わ
れ

た
時
、
財
産
を
顧
み
ず
一
目
散
に
神
主
を
搬
出
し
た
。
屋
敷
は
燃
え
尽
き
て
し
ま
っ

た
が
、
粗
末
な
が
ら
も
生
涯
祭
祀
を
続
け
、
葷
菜
を
食
さ
ず
、
彩
衣
を
身
に
着
け
る

こ
と
な
く
過
ご
し
た
た
め
、
村
の
人
々
は
大
い
に
感
心
し
た
。
そ
の
た
め
旌
閭
を
受

け
た
。

　

以
上
の
人
々
は
九
死
に
一
生
を
得
た
が
、
神
主
を
守
ろ
う
と
し
て
落
命
し
た
者
も

あ
っ
た
。

一
―
五
十
六 

元
氏
冒
火　

白
川
県
の
人
元
氏
は
、
直
講
安
謹
厚
の
妻
で
あ
っ
た
。

夫
の
死
後
、
墓
の
側
で
朝
夕
の
祭
祀
を
行
っ
た
。
屋
敷
が
失
火
に
よ
り
炎
に
包
ま
れ

た
と
き
、
元
氏
は
神
主
を
搬
出
し
よ
う
と
烈
火
の
中
に
身
を
投
じ
た
。
し
か
し
、
果

た
す
こ
と
な
く
火
中
に
落
命
し
た
。
挿
絵
に
は
、
神
主
を
抱
き
な
が
ら
猛
火
に
焼
か

れ
る
元
氏
の
壮
絶
な
最
期
と
、
屋
敷
外
に
建
て
ら
れ
た
烈
女
門
が
描
か
れ
る
【
図
5
】
。

一
―
六
十
七 

安
氏
冒
火　

清
風
郡
の
人
安
氏
は
、
尹
霖
之
の
妻
で
あ
っ
た
。
早
く

に
夫
を
失
っ
た
後
、
誠
実
に
姑
に
尽
く
し
た
。
屋
敷
が
失
火
に
よ
り
火
災
に
見
舞
わ

れ
た
時
、
火
焔
の
中
に
身
を
投
じ
、
夫
の
神
主
を
抱
え
、
姑
を
背
負
い
脱
出
を
試
み

た
が
、
果
た
せ
ず
姑
共
々
焼
死
し
た
。
王
朝
は
旌
門
に
よ
り
、
こ
れ
を
顕
彰
し
た
。

三
―
六
十
三 
二
婦
焚
死　

京
都
の
人
李
氏
は
参
議
李
彦
憬
の
娘
で
、
学
生
崔
亨
福
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図 5　元氏冒火 (1-56) 

図 7 　李氏圖形 (1-16) 

図 9　 洪氏圖形 (1-52)

図 6 　仇氏寫眞 (續 6）

図 8　 朴氏畫形 (1-20) 

図 10　 成介節行 (7-17) 
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の
妻
で
あ
っ
た
。
舒
川
に
寓
居
し
て
い
た
時
、
屋
敷
に
賊
が
入
り
火
を
放
ち
、
財
物

を
盗
み
取
っ
た
。
李
氏
は
そ
の
舅
の
神
主
を
抱
き
嫁
と
と
も
に
外
を
見
る
と
、
未
だ

賊
が
屯
し
て
い
た
た
め
、
死
を
覚
悟
し
、
寝
室
に
戻
っ
て
神
主
を
抱
き
な
が
ら
焚
死

し
た
。
嫁
も
ま
た
そ
の
子
と
と
も
に
焼
死
し
た
。
光
海
君
代
に
旌
門
を
受
け
た
。

　

元
氏
・
安
氏
・
李
氏
ら
は
、と
も
に
神
主
を
守
る
た
め
に
悲
壮
な
死
を
遂
げ
て
い
る
。

神
主
は
、
身
命
を
抛
ち
、
財
産
を
差
し
措
い
て
も
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
、
そ
の
行
為
が
王
朝
か
ら
模
範
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
―
六
十
三
「
二

婦
焚
死
」
の
よ
う
に
、
死
守
し
た
神
主
は
必
ず
し
も
亡
夫
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
が
、

神
主
は
命
を
含
む
何
物
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
を
、
王
朝
は
推
奨
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

二　

影
幀
・
土
像
を
用
い
た
祭
祀

　

次
に
、
影
幀
を
用
い
た
亡
夫
祭
祀
の
例
を
掲
げ
る
。
影
幀
と
は
肖
像
画
の
こ
と
で
、

『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
お
い
て
は
「
圖
形
」
「
畫
像
」
「
寫
眞
」
な
ど

と
表
現
さ
れ
る
。
影
幀
を
用
い
た
亡
夫
祭
祀
の
例
は
、
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』

の
先
行
書
で
あ
る
『
續
三
綱
行
實
圖
』
に
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
ま
ず
こ
れ
を
示
し
、

続
い
て
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
の
例
を
掲
げ
る
。

續
六 

仇
氏
寫
眞　

益
山
の
人
仇
氏
は
曺
敏
に
十
五
才
で
嫁
い
だ
も
の
の
、
早
く
に

寡
婦
と
な
っ
た
。
断
髪
し
て
再
嫁
を
拒
み
、
夫
の
姿
を
写
し
て
壁
に
掛
け
、
衣
服
を

置
い
て
日
夜
哀
号
し
た
〔
寫
夫
眞
掛
壁
、
陳
衣
服
、
日
夜
哀
號
〕
。
そ
の
こ
と
が
上

聞
に
達
し
、
成
宗
二
年
（
一
四
七
一
）
に
旌
門
を
受
け
た
。
挿
絵
に
は
奥
に
正
面
・

全
身
像
の
影
幀
、
そ
の
前
に
蝋
燭
・
香
炉
・
祭
器
を
載
せ
た
香
案
が
み
え
る
【
図
6
】
。

上
部
屋
敷
外
に
は
烈
女
門
が
描
か
れ
る
。

一
―
十
六 

李
氏
圖
形　

倭
乱
で
夫
、
文
成
巳
を
殺
さ
れ
た
恩
津
県
の
人
李
氏
は
、

夫
の
姿
を
描
き
、
生
涯
に
亙
っ
て
朝
夕
の
祭
奠
を
怠
ら
な
か
っ
た
〔
圖
其
形
、
奠
朝

夕
終
身
〕
た
め
旌
閭
を
受
け
た
。
挿
絵
に
は
屋
内
正
面
に
亡
夫
の
影
幀
を
懸
垂
し
、

そ
の
前
に
香
案
を
置
い
て
供
物
を
並
べ
て
こ
れ
を
享
祀
す
る
李
氏
の
姿
が
認
め
ら
れ

る
。
案
上
に
は
奥
に
二
本
の
蝋
燭
が
あ
り
、
そ
の
間
に
香
炉
が
、
そ
の
前
と
横
に
祭

器
が
あ
る
【
図
7
】
。
影
幀
は
、
正
面
か
ら
亡
夫
の
全
身
を
描
い
た
も
の
で
、
背
景

に
山
の
如
き
書
き
込
み
が
認
め
ら
れ
る
。

一
―
二
十 

朴
氏
畫
形　

金
溝
県
の
人
朴
氏
は
夫
で
あ
る
柳
九
淵
が
死
ぬ
と
、
三
年

の
間
、
墓
の
近
く
に
設
け
た
茅
屋
で
過
ご
し
、
喪
が
明
け
る
と
夫
の
「
畫
形
」
を
壁

に
、
ま
た
四
節
に
衣
服
を
製
し
て
衣
架
に
懸
け
、
朝
な
夕
な
に
祭
儀
を
怠
ら
な
か
っ

た
〔
畫
形
掛
壁
、
製
四
節
衣
服
懸
架
、
不
輟
朝
夕
奠
事
〕
た
め
、
戸
役
を
免
じ
ら
れ
た
。

挿
絵
に
は
屋
内
の
奥
に
懸
垂
さ
れ
た
正
面
・
全
身
像
の
影
幀
の
前
に
、
香
案
に
載
せ

ら
れ
た
供
物
が
み
え
る
。
影
幀
と
香
案
の
間
に
認
め
ら
れ
る
布
状
の
物
は
、
衣
桁
に

掛
け
ら
れ
た
衣
服
と
理
解
さ
れ
る
。
香
案
は
右
半
身
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
中

央
に
香
炉
と
右
側
に
祭
器
が
認
め
ら
れ
る
【
図
8
】
。
な
お
、
朴
氏
は
免
税
の
措
置

を
受
け
た
だ
け
で
、
挿
絵
に
烈
女
門
の
描
写
は
な
い
。

一
―
五
十
二 

洪
氏
圖
形　

嘉
山
郡
の
人
洪
氏
は
、
夫
卓
蕓
に
先
立
た
れ
て
哀
惜
の

念
な
お
已
ま
ず
、
祭
堂
を
構
え
て
夫
の
影
幀
を
壁
に
掛
け
、
日
に
三
度
哭
奠
を
行
っ

た
〔
構
祭
堂
、
圖
形
掛
壁
、
日
三
哭
奠
〕
た
め
、
旌
閭
を
受
け
た
。
挿
絵
に
は
、
祭

堂
の
中
に
香
案
を
前
に
し
て
懸
垂
さ
れ
る
正
面
・
全
身
像
の
亡
夫
の
影
幀
を
前
に
、

袖
を
目
に
当
て
て
哭
奠
を
行
う
洪
氏
の
姿
が
み
え
る
。
影
幀
は
全
体
像
が
描
か
れ
、

表
具
や
風
帯
が
み
え
る
。
香
案
上
に
は
二
本
の
蝋
燭
の
間
に
祭
器
が
配
置
さ
れ
て
い

る
【
図
9
】
。

七
―
十
七 

成
介
節
行　

二
十
歳
に
し
て
夫
韓
億
碩
を
失
っ
た
平
壌
府
の
人
良
女
成

介
は
、
以
後
五
十
有
余
年
に
亙
り
喪
に
服
し
続
け
、
肉
醤
を
口
に
せ
ず
、
別
に
一
堂

を
構
え
て
朔
日
・
望
日
に
は
必
ず
祭
儀
を
行
い
、
四
節
に
は
生
時
同
様
衣
服
を
製
し
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て
櫃
中
に
置
い
た
〔
別
構
一
堂
、
朔
望
必
奠
、
四
節
象
生
時
製
衣
服
、
置
于
櫃
中
〕
。

そ
れ
に
よ
っ
て
烈
女
門
を
立
て
て
表
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
で
は
、
奥
の
壁
面
に
正
面
・

全
身
像
の
影
幀
が
懸
垂
さ
れ
た
向
か
っ
て
右
横
に
衣
服
が
置
か
れ
、
手
前
に
蝋
燭
・

香
炉
・
祭
器
を
載
せ
た
案
が
み
え
、
泣
哭
す
る
成
介
が
描
か
れ
る
。
屋
敷
外
に
は
烈

女
門
が
み
え
る
【
図
10
】
。

　

以
上
の
例
か
ら
は
、
影
幀
も
神
主
同
様
、
香
案
の
奥
に
懸
垂
さ
れ
、
礼
拝
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
神
主
と
の
併
用
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
影
幀
も

ま
た
亡
夫
の
霊
魂
の
依
代
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
影
幀
は
、
未
亡
人
自

ら
の
筆
に
成
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
神
主
の
場
合
と
同
様
、
衣
服
を
供
え
て
い

る
例
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
五
例
で
用
い
ら
れ
て
い
た
影
幀
は
、
正
面
・
全
身
像
と
し
て
挿
絵
に
描
か

れ
て
い
た
。
朝
鮮
国
で
は
国
王
家
の
原
廟
「
眞
殿
」
で
も
影
幀
を
用
い
た
祭
祀
が
行

わ
れ
た
が
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
御
眞
」
も
正
面
・
全
身
像
で
あ
っ
た
。
上
掲
の

四
例
も
そ
れ
ら
と
同
様
の
形
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
が
事

実
を
忠
実
に
記
し
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
祭
祀
形
態
が
王
朝

か
ら
の
顕
彰
に
相
応
し
い
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

正
面
・
全
身
像
の
祭
祀
で
は
な
く
と
も
、
同
様
に
顕
彰
を
受
け
た
例
も
認
め
ら
れ

る
。

二
―
二
十 

安
氏
畫
像　

京
都
の
人
安
氏
は
府
使
鄭
世
紹
の
妻
で
あ
っ
た
。
夫
の
死

後
粥
を
啜
り
、
泣
い
て
暮
ら
し
た
が
、
三
年
喪
が
明
け
る
と
き
、
自
ら
祭
文
を
製
し

て
未
亡
人
の
境
遇
を
詠
じ
た
。
喪
が
明
け
て
後
は
白
衣
に
身
を
包
ん
で
素
食
を
旨
と

し
、
夫
の
像
を
描
い
て
朝
夕
に
食
事
を
捧
げ
、
葬
儀
の
時
同
様
に
哭
泣
す
る
こ
と
十

年
を
数
え
た
〔
自
作
祭
文
（
中
略
）
畫
夫
像
、
朝
夕
上
食
哭
泣
一
如
初
喪
、
如
是
者

十
年
〕
。
死
後
、
中
宗
の
代
に
烈
女
門
が
建
て
ら
れ
た
。
挿
絵
で
は
香
案
上
に
蝋
燭

と
祭
器
が
置
か
れ
、
そ
の
奥
に
影
幀
が
懸
垂
さ
れ
る
。
影
幀
は
、
正
面
像
で
は
な
く

斜
面
か
ら
描
か
れ
た
像
で
あ
る
【
図
11
】
。

　

こ
の
事
例
で
は
、
懸
垂
さ
れ
る
影
幀
は
腰
よ
り
上
の
部
分
が
描
か
れ
た
斜
面
像
で

あ
る
。
か
か
る
構
図
や
像
容
が
、
祭
文
を
し
た
た
め
、
肖
像
を
描
く
才
媛
安
氏
の
個

性
に
帰
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
同
様
に
斜
面
・
半
身
像
を
掛
け
て
亡
夫
の
祭

祀
を
行
っ
た
事
例
が
他
に
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

二
―
四
十
九 

則
只
寫
眞　

長
城
県
の
人
則
只
は
、
夫
の
学
生
金
繼
昌
の
死
後
三
年

祭
祀
を
怠
ら
ず
、
父
が
再
嫁
を
促
す
も
、
む
し
ろ
死
を
選
ぶ
と
し
て
肯
ん
ぜ
ず
、
夫

の
影
幀
を
懸
け
て
朝
夕
に
祀
る
こ
と
を
死
ぬ
ま
で
続
け
た
〔
寫
眞
掛
壁
、
祭
朝
夕
終

身
〕
。
そ
の
た
め
、
中
宗
代
に
旌
閭
を
以
て
表
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
に
は
、
香
案
上
に

蝋
燭
と
祭
器
が
み
え
、
そ
の
向
か
っ
て
右
に
亡
夫
の
影
幀
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
像
も
「
安
氏
畫
像
」
同
様
全
身
像
で
は
な
く
、
腰
よ
り
上
の
斜
面
像
で
あ
る
。
上

部
に
は
風
帯
、
下
部
に
は
軸
鼻
の
描
写
も
あ
る
【
図
12
】
。
影
幀
の
懸
垂
位
置
は
香

案
の
奥
の
よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
則
只
と
影
幀
は
香
案
を
挟
む
位
置
に
描
か
れ
て

い
る
た
め
、
他
の
影
幀
同
様
、
香
案
の
奥
に
懸
垂
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た

い
。

二
―
五
十
一 

同
叱
非
圖
形　

京
都
の
人
同
叱
非
は
、
官
奴
凡
山
の
妻
で
あ
っ
た
。

夫
が
死
し
て
三
年
、
そ
の
影
幀
を
壁
に
掛
け
毎
日
三
度
の
食
事
を
供
え
〔
夫
死
服
三

年
、
圖
形
掛
壁
、
日
三
上
食
事
〕
、
姑
に
よ
く
仕
え
た
。
中
宗
代
に
旌
閭
に
よ
り
表

彰
さ
れ
た
。
挿
絵
で
は
建
物
の
口
か
ら
奥
ま
で
の
幅
を
有
す
る
長
案
の
上
に
、
蝋
燭

と
祭
器
が
み
え
る
。
そ
の
奥
に
上
部
に
風
帯
を
有
す
る
、
右
半
身
の
下
部
が
描
か
れ

な
い
斜
面
像
の
影
幀
が
掲
げ
ら
れ
る
【
図
13
】
。

　

こ
れ
ら
の
挿
絵
も
ま
た
事
実
を
表
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
「
御
眞
」
同
様

の
形
態
で
あ
る
正
面
・
全
身
像
の
影
幀
で
な
く
と
も
、
王
朝
か
ら
の
顕
彰
の
対
象
と

な
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
は
な
ろ
う
。

　

王
朝
は
、
影
幀
の
み
な
ら
ず
土
像
に
よ
る
亡
夫
の
祭
祀
を
も
表
彰
し
た
。
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一
―
五
十
七 

李
氏
廬
墓　

咸
悦
県
の
人
李
氏
は
、
夫
の
趙
孟
後
が
犬
に
咬
殺
さ
れ

た
後
、
三
年
を
墓
の
側
の
小
屋
に
過
ご
し
、
祠
堂
を
立
て
て
土
像
を
作
っ
て
朝
夕
夫

が
生
け
る
が
如
き
に
仕
え
、
四
節
の
衣
服
を
供
え
た
〔
立
祠
堂
、
作
土
像
、
朝
夕
如

事
生
、
備
四
時
衣
帯
以
服
之
〕
。
挿
絵
に
は
祠
堂
の
中
で
李
氏
が
、
亡
夫
の
像
が
安

置
さ
れ
た
龕
の
前
に
祭
器
を
載
せ
た
案
を
置
き
、
向
か
っ
て
左
横
に
衣
服
を
供
え
て

奉
祀
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
【
図
14
】
。

　

土
像
も
影
幀
同
様
、
香
案
の
奥
に
安
置
さ
れ
て
霊
魂
の
依
代
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

三　

衣
服
・
遺
愛
品
・
告
身
を
用
い
た
祭
祀

　

前
節
ま
で
で
、
神
主
や
、
影
幀
な
ど
の
像
を
使
用
し
て
亡
夫
の
祭
祀
を
行
う
例
を

み
て
き
た
。
神
主
や
影
幀
は
、
朝
鮮
国
に
お
い
て
国
王
家
の
祭
祀
で
も
祖
先
の
霊
魂

の
依
代
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
王
朝
が
か
か
る
形
態
で
の
祭
祀
を

顕
彰
す
る
こ
と
は
、
無
理
な
く
首
肯
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
祭
祀
に
衣
服
や

遺
愛
品
を
伴
う
も
の
が
み
ら
れ
た
が
、
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
は
、

神
主
も
影
幀
も
伴
わ
ず
、
単
に
亡
夫
の
祭
祀
に
衣
服
の
み
を
用
い
た
事
例
も
散
見
さ

れ
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
衣
服
な
ど
を
用
い
た
亡
夫
祭
祀
に
つ
い
て
事
例
を
掲

げ
て
ゆ
く
。

二
―
十
七 

鄭
氏
節
行 

 

晋
州
の
人
鄭
氏
は
、
趙
之
瑞
の
妻
で
あ
っ
た
。
燕
山
君

十
一
年
（
一
五
〇
五
）
に
夫
が
罪
を
得
て
殺
さ
れ
、
没
財
瀦
宅
の
処
置
を
受
け
た
。

残
さ
れ
た
鄭
氏
は
そ
の
側
に
廬
を
結
び
、
亡
夫
の
遺
衣
を
置
き
、
三
年
に
亙
っ
て
祭

奠
を
続
け
た
〔
結
廬
其
側
、
設
遺
衣
奠
祭
、
以
終
三
年
〕
た
め
、
中
宗
代
に
旌
閭
に

よ
っ
て
顕
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
で
は
、
香
案
の
手
前
端
に
遺
衣
を
置
き
、
蓋
頭
姿
の
鄭

氏
が
哭
す
る
姿
が
描
か
れ
る
【
図
15
】
。

三
―
三
十
四 

玉
貞
截
耳　

寧
邉
府
の
人
玉
貞
は
、
宣
傳
官
李
愼
言
の
妾
で
あ
っ
た
。

夫
の
死
後
、
自
ら
の
左
耳
を
切
っ
て
墓
の
近
く
に
埋
め
二
夫
に
ま
み
え
な
い
こ
と
を

誓
い
、
夫
が
生
前
に
着
て
い
た
服
を
寝
室
に
置
き
、
香
案
を
設
え
て
祀
り
、
昼
夜
に

号
泣
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
〔
截
左
耳
埋
于
墓
側
、
誓
不
適
他
、
又
取
夫
生
時
所

著
衣
置
於
寢
房
、
設
香
案
而
祭
之
、
晝
夜
號
泣
不
輟
〕
。
宣
祖
代
に
旌
門
を
受
け
た
。

原
文
「
夫
生
時
所
著
衣
置
於
寢
房
、
設
香
案
而
祭
之
」
を
字
義
ど
お
り
に
解
せ
ば
遺

衣
を
祭
祀
の
対
象
と
し
た
か
に
解
し
う
る
が
、
挿
絵
を
見
る
と
衣
服
は
香
案
の
手
前

下
に
置
か
れ
て
お
り
【
図
16
】
、
神
主
や
影
幀
と
は
扱
わ
れ
方
に
差
異
が
あ
る
。

　

衣
服
に
加
え
、
冠
や
履
物
、
遺
愛
の
杖
を
用
い
て
祭
祀
を
催
す
場
合
も
あ
っ
た
。

二
―
六
十
八 

金
氏
節
行　

京
都
の
人
金
氏
は
県
監
姜
僖
の
妻
で
あ
っ
た
。
夫
の
死

後
「
禮
」
に
則
っ
て
葬
儀
を
行
い
、
以
後
六
年
粥
を
啜
っ
て
整
髪
も
せ
ず
過
ご
し
た
。

霊
座
を
設
け
、
衣
冠
を
並
べ
て
日
に
四
度
の
祭
祀
を
行
っ
た
〔
設
靈
座
、
陳
衣
冠
、

日
四
親
奠
〕
た
め
、
明
宗
の
代
に
旌
門
を
以
て
顕
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
で
は
、
衣
服
が

香
案
の
手
前
下
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
冠
の
描
写
は
な
い
【
図
17
】
。

三
―
二
十
七 

香
福
斷
髪　

京
都
の
人
良
女
香
福
は
領
議
政
尚
震
の
妾
で
あ
っ
た
。

震
の
死
後
、
悲
し
み
の
余
り
「
禮
」
を
越
え
て
断
髪
し
、
貞
節
を
守
っ
た
。
震
が
生

前
に
身
に
着
け
て
い
た
衣
冠
や
杖
・
履
物
を
置
い
て
朝
夕
に
祭
祀
を
行
っ
た
〔
設
生

時
衣
冠
杖
屨
、
朝
夕
親
奠
〕
。
挿
絵
で
は
香
案
の
手
前
に
衣
服
を
置
い
た
案
が
あ
り
、

そ
の
前
の
床
に
杖
と
履
物
が
置
か
れ
て
い
る
【
図
18
】
。

　

以
上
は
亡
夫
が
生
前
に
愛
用
し
て
い
た
遺
衣
の
例
で
あ
る
が
、
衣
服
を
新
調
し
て

祭
祀
を
行
っ
た
例
も
多
い
。
先
行
書
『
續
三
綱
行
實
圖
』
に
も
そ
の
例
が
認
め
ら
れ

る
か
ら
、
ま
ず
は
こ
れ
を
挙
げ
、
以
降
『
東
國
續
三
綱
行
實
圖
』
の
例
を
示
す
。

續
十
三 

性
伊
佩
刀 

 

金
海
府
吏
許
厚
同
の
妻
、
性
伊
は
二
十
歳
に
し
て
夫
を
亡
く

し
た
。
以
降
、
朝
夕
の
祭
祀
と
食
物
の
供
進
を
怠
ら
ず
、
朔
日
・
望
日
に
は
そ
の
時
々

の
味
覚
を
供
え
、
時
服
を
製
し
て
祭
り
、
祭
祀
の
終
了
後
こ
れ
を
焼
却
し
た
〔
毎
遇
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図 12　則只寫眞 (2-49) 

図 14　李氏廬墓 (1-57) 

図 16　玉貞截耳 (3-34) 

図 11　安氏畫像 (2-20) 

図 13　同叱非圖形 (2-51) 

図 15　鄭氏節行 (2-17) 
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朔
望
備
時
物
、
製
時
服
以
祭
、
祭
畢
焚
之
〕
。
挿
絵
に
は
、
性
伊
の
食
物
を
調
理
す
る
姿
、

蝋
燭
と
祭
器
を
載
せ
た
香
案
の
下
に
衣
服
を
置
き
哭
奠
す
る
姿
、
祭
祀
の
終
了
後
に

衣
服
を
焼
く
姿
が
描
か
れ
る
【
図
19
】
。

二
―
七
十
二 

召
史
節
行　

羅
州
の
人
孫
召
史
は
、
戸
長
陳
彭
根
に
嫁
い
だ
。
夫
が

戦
死
し
て
後
、
生
涯
質
素
に
過
ご
し
、
忌
日
お
よ
び
四
節
に
必
ず
新
し
い
衣
を
作
っ

て
、
祭
儀
が
終
わ
る
と
こ
れ
を
焼
い
た
〔
忌
日
及
四
節
必
造
新
衣
、
祭
畢
焚
之
〕
。

明
宗
代
に
烈
女
門
を
建
て
て
顕
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
で
は
、
蓋
頭
姿
の
孫
召
史
が
香
案

の
手
前
に
衣
服
を
置
き
、
哭
奠
に
従
う
姿
が
描
か
れ
【
図
20
】
、
掲
出
部
分
の
外
に

は
衣
服
を
焼
く
孫
召
史
の
姿
が
み
え
る
。

二
―
七　

夫
只
立
祠　

全
州
の
人
、
私
婢
夫
只
は
私
奴
牛
屎
の
妻
で
あ
っ
た
。
夫
の

死
後
、
祠
宇
を
建
て
、
三
時
に
祭
奠
を
行
い
、
四
節
に
は
生
時
同
様
衣
服
を
仕
立
て

た
〔
夫
歿
、
作
祠
宇
、
三
時
設
奠
、
四
節
衣
服
一
如
生
時
〕
た
め
、
旌
門
を
以
て
顕

彰
さ
れ
た
。
挿
絵
で
は
、
香
案
の
手
前
に
衣
服
が
別
の
案
に
載
せ
ら
れ
た
景
が
描
か

れ
、
蓋
頭
姿
の
夫
只
の
姿
が
あ
る
【
図
21
】
。

二
―
二
十
九 

李
氏
廬
墓　

谷
山
郡
の
人
李
氏
は
、
鄭
祇
輿
の
妻
で
あ
っ
た
。
夫
を

早
く
に
失
っ
た
後
、
「
虛
位
」
を
設
け
、
朝
夕
に
食
事
を
供
え
、
四
季
の
衣
服
を
更

新
す
る
こ
と
を
死
ぬ
ま
で
続
け
た
〔
設
虛
位
、
朝
夕
上
食
造
四
時
衣
服
以
新
替
舊
、

終
身
不
廢
〕
。
挿
絵
に
は
、
蝋
燭
と
祭
器
が
置
か
れ
た
香
案
の
端
に
衣
服
を
置
き
、

哭
泣
す
る
李
氏
の
姿
が
描
か
れ
る
【
図
22
】
。
中
宗
代
に
旌
門
を
以
て
表
彰
さ
れ
た
。

七
―
二
十
五 

召
史
守
節 

 

潭
陽
府
の
人
宋
召
史
は
、
参
賛
宋
純
の
妾
腹
の
子
で
あ
っ

た
。
齢
十
六
に
し
て
夫
を
喪
っ
て
後
、
夫
の
生
時
の
ま
ま
に
衣
服
を
新
調
し
、
祭
祀

が
終
わ
っ
た
後
で
こ
れ
を
焼
い
た
〔
象
其
夫
生
時
製
新
衣
、
祭
後
焚
之
〕
。
光
海
君

の
代
に
旌
門
を
受
け
た
。
挿
絵
に
は
、
香
案
の
下
に
台
を
置
い
て
衣
服
を
載
せ
、
祭

祀
を
催
す
宋
召
史
の
姿
が
み
え
る
【
図
23
】
。

七
―
六
十
八 

玉
時
節
行　

官
婢
玉
時
は
洪
原
県
の
人
で
、
十
八
歳
で
内
禁
衛
辛
敏

中
に
嫁
い
だ
。
し
か
し
夫
が
在
京
中
に
死
ぬ
と
、
髪
を
剃
り
、
生
涯
貞
節
を
守
る
こ

と
を
誓
い
、
肉
や
香
菜
を
口
に
せ
ず
、
毎
年
社
日
に
衣
服
を
新
調
し
て
祭
祀
を
行
い
、

そ
れ
が
終
わ
る
と
衣
服
を
焼
い
た
〔
削
髪
、
自
誓
終
身
守
節
（
中
略
）
毎
年
社
日
裁

作
新
衣
祭
之
、
祭
畢
燒
之
〕
。
光
海
君
の
代
に
旌
門
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
に

は
蝋
燭
と
祭
器
を
置
い
た
香
案
の
前
に
、
別
に
案
の
上
に
置
い
た
衣
服
を
供
え
哭
泣

す
る
玉
時
の
姿
と
、
祭
り
終
わ
っ
た
後
に
こ
れ
を
焼
く
姿
が
み
え
る
【
図
24
】
。

図 24　玉時節行 (7-68) 
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図 19　性伊佩刀 (續 13) 

図 21　夫只立祠 (2-7) 

図 18　香福斷髪 (3-27) 

図 20　召史節行 (2-72) 

図 22　李氏廬墓 (2-29) 

図 17　金氏節行 (2-68)
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七
―
八
十
五 

銀
代
節
行　

海
州
の
人
銀
代
は
、
尹
湯
佑
の
妻
で
あ
っ
た
。
早
く
に

夫
を
失
っ
て
以
降
、
梳
り
洗
髪
す
る
こ
と
な
く
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
夫
の
生
時
の

と
お
り
衣
服
を
製
し
て
祭
祀
を
六
十
年
に
亙
っ
て
行
っ
た
〔
廢
梳
洗
、
哀
毀
踰
制
、

象
生
時
製
衣
服
、
年
踰
六
十
而
如
初
〕
。
そ
の
た
め
、
光
海
君
代
に
烈
女
門
を
建
立

さ
れ
た
。
挿
絵
に
は
、
蝋
燭
・
祭
器
を
置
い
た
案
の
横
の
床
に
衣
服
を
置
い
て
、
哭

泣
す
る
銀
代
の
姿
が
描
か
れ
る
【
図
25
】
。

　

こ
れ
ら
衣
服
を
新
調
し
た
例
の
中
に
は
、
祭
祀
の
後
こ
れ
を
焼
い
た
例
が
認
め
ら

れ
る
。
か
か
る
例
は
こ
こ
に
掲
げ
た
以
外
に
も
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖

に
認
め
ら
れ
る

（
（
（ 

。

　

以
上
に
示
し
た
、
衣
服
あ
る
い
は
そ
れ
に
加
え
て
遺
愛
品
を
用
い
て
行
う
亡
夫
祭

祀
の
事
例
で
は
、
神
主
や
影
幀
に
対
す
る
言
及
も
挿
絵
に
お
け
る
描
写
も
な
い
た

め
、
そ
れ
ら
を
用
い
る
こ
と
な
く
遺
衣
や
遺
愛
品
を
用
い
て
亡
夫
の
祭
祀
を
行
っ
た

も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
「
虛
位
」
を
設
け
た
、
と
の
記
載
が
あ
る
例
も
あ
っ
た
（
二

―
二
十
九　

李
氏
廬
墓
）
。
挿
絵
に
描
か
れ
る
遺
衣
や
遺
愛
品
は
、
香
案
の
手
前
や

下
に
置
か
れ
、
神
主
や
影
幀
の
よ
う
に
香
案
の
奥
に
置
か
れ
て
は
い
な
い
。
記
さ
れ

た
文
字
の
字
義
を
採
っ
て
も
、
衣
服
は
あ
く
ま
で
「
設
」
即
ち
並
べ
る
、
あ
る
い
は
「
置
」

く
も
の
の
域
を
出
る
よ
う
に
は
読
み
取
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
神
主
や
影

幀
同
様
に
霊
魂
の
依
代
と
捉
え
て
礼
拝
し
て
い
た
と
看
做
す
こ
と
は
難
し
く
、
祭
器

に
盛
ら
れ
た
供
物
同
様
、
供
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
な
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
次
の
例
に
は
四
時
の
衣
服
を
「
備
」
え
る
、
と
あ
る
。

七
―
十
九　

天
德
節
行　

子
を
な
さ
ぬ
う
ち
早
く
に
寡
婦
と
な
っ
た
亀
城
府
の
人
天

徳
は
、
亡
夫
の
た
め
に
祠
宇
を
立
て
、
生
時
同
様
に
四
節
毎
の
衣
服
を
備
え
、
朝
夕

の
祭
祀
を
行
い
死
ぬ
ま
で
質
素
に
暮
ら
し
た
〔
爲
亡
夫
朝
夕
奠
一
如
生
時
、
立
祠
宇
、

備
節
衣
、
終
身
行
素
〕
。
そ
の
た
め
、
光
海
君
代
に
烈
女
門
を
立
て
て
表
彰
さ
れ
た
。

挿
絵
に
は
蝋
燭
や
祭
器
を
置
い
た
香
案
の
上
に
衣
服
を
置
き
、
哭
泣
す
る
天
徳
の
姿

が
描
か
れ
る
。
【
図
26
】

　

た
だ
、
図
8
・
10
・
14
な
ど
衣
服
が
影
幀
や
土
像
に
並
べ
て
香
案
の
奥
に
置
か
れ

た
例
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
香
案
の
奥
に
衣
服
が
掛
け
ら
れ
た
例
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
は
、
一
概
に
衣
服
を
供
物
と
し
て
看
做
す
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
も
成
立
し
よ
う
。

七
―
十
五　

順
和
節
行　

良
女
順
和
は
江
東
県
の
人
、
郷
吏
金
寛
孫
の
妻
で
あ
っ
た
。

早
く
に
寡
婦
と
な
り
九
十
一
才
ま
で
長
命
し
た
が
、
そ
の
間
、
夫
の
た
め
に
四
時
衣

服
を
作
り
架
上
に
置
き
祭
祀
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
〔
爲
其
夫
製
四
時
衣
、
置
架
上
、

祭
祀
無
闕
〕
。
そ
の
た
め
、
光
海
君
代
に
旌
門
を
受
け
た
。
挿
絵
で
は
、
香
案
の
奥

に
置
か
れ
た
衣
桁
の
端
に
衣
服
が
掛
け
ら
れ
、
そ
の
半
身
が
香
案
に
載
っ
て
い
る
【
図

27
】
。

　

こ
れ
は
図
8
と
し
て
示
し
た
「
朴
氏
畫
形
」
の
形
態
に
似
る
。
さ
ら
に
次
に
掲
げ

る
例
で
は
、
明
ら
か
に
衣
服
が
香
案
の
後
部
、
神
主
や
影
幀
が
設
置
さ
れ
る
位
置
に

置
か
れ
て
い
る
。

二
―
七
十
五 

申
氏
感
鳥　

申
氏
は
醴
泉
郡
の
人
、
忠
順
衞
申
宗
孫
の
娘
で
、
幼
学

李
宓
に
嫁
い
だ
。
夫
の
没
後
、
毎
月
朔
日
に
衣
服
を
製
し
、
霊
幄
の
内
に
こ
れ
を
置

い
て
〔
月
朔
造
衣
、
置
于
靈
幄
奠
〕
亡
夫
の
祭
祀
を
行
っ
た
。
宣
祖
代
に
旌
門
に
よ

り
顕
彰
さ
れ
た
。
挿
絵
で
は
香
案
の
奥
に
設
け
ら
れ
た
霊
幄
の
中
に
に
衣
服
が
置
か

れ
、
哭
奠
に
従
う
申
氏
の
姿
が
描
か
れ
る
【
図
28
】
。

　

こ
の
例
は
、
衣
服
を
霊
幄
の
中
に
置
い
て
い
る
点
で
、
衣
服
に
神
主
や
影
幀
と
同

様
の
機
能
を
担
わ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
看
做
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衣

服
は
多
く
供
物
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
時
に
そ

れ
は
亡
夫
の
霊
魂
の
依
代
に
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
衣
服
は
新
調
さ
れ
た
も
の
で
よ

く
、
遺
衣
で
あ
る
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
も
、
本
事
例
か
ら
了
解
さ
れ
る
。

　

故
人
由
縁
の
物
品
を
神
主
や
影
幀
の
代
替
品
に
見
立
て
る
例
と
し
て
は
、
次
の
も
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図 23　召史守節 (7-25) 

図 26　天德節行 (7-19) 

図 25　銀代節行 (7-85) 

図 27  順和節行 (7-15)

図 29　命今埋髪 (3-48) 図 28　申氏感鳥 (2-75)
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の
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

三
―
四
十
八　

命
今
埋
髪　

営
婢
命
今
は
寧
邉
府
の
人
、
亀
城
府
使
柳
尚
齢
の
妾
で

あ
っ
た
。
夫
の
没
後
、
髪
を
剃
っ
て
土
中
に
埋
め
て
二
夫
に
ま
み
え
ぬ
こ
と
を
誓
い
、

寝
所
に
夫
の
「
告
身
」
即
ち
辞
令
・
補
任
状
を
掛
け
祭
祀
を
怠
ら
な
か
っ
た
〔
斷
髪

埋
于
墓
側
寢
處
掛
夫
告
身
、
祭
祀
不
怠
〕
た
め
、
宣
祖
代
に
烈
女
門
を
以
て
顕
彰
さ

れ
た
。
挿
絵
に
は
香
案
の
奥
に
「
告
身
」
を
掛
け
、
禿
頭
で
哭
奠
に
従
う
命
今
の
図

が
描
か
れ
る
。
【
図
29
】

　

亡
夫
の
「
告
身
」
に
よ
っ
て
祭
祀
を
行
っ
た
例
で
あ
る
。
「
告
身
」
の
位
置
は
香

案
の
奥
で
あ
り
、
神
主
や
影
幀
同
様
、
霊
魂
の
依
代
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
如
く
で

あ
る
。
こ
の
例
は
、
故
人
所
縁
の
文
書
が
祭
祀
の
対
象
と
な
り
得
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
文
書
の
神
聖
化
と
い
う
問
題

（
（
（ 

を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
亡
夫
の
歯
や
髪
や
手
跡
を
常
に
衣
帯
の
間
に
置
い
て
い
た
女
子
が
顕
彰

さ
れ
た
例
が
あ
る
（
七
―
十
四　

業
介
節
行
）
。
挿
絵
を
見
る
限
り
、
そ
れ
ら
を
祭

祀
の
対
象
に
し
た
こ
と
は
伺
え
な
い
た
め
、ひ
と
ま
ず
考
察
か
ら
は
外
し
て
お
く
が
、

参
考
ま
で
に
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

四　

若
干
の
考
察

　

前
節
ま
で
で
、
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
み
え
る
亡
夫
の
祭
祀
と
そ

の
表
象
に
つ
い
て
事
例
を
提
示
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
を
霊
魂
の
依
代
と

看
做
す
論
理
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

亡
夫
祭
祀
の
表
象
と
し
て
は
、
神
主
、
影
幀
、
土
像
、
お
よ
び
衣
服
や
遺
愛
品
、

故
人
に
関
す
る
文
書
等
が
認
め
ら
れ
た
。
神
主
お
よ
び
影
幀
は
、
霊
魂
の
依
代
と
し

て
祭
祀
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、
衣
服
は
多
く
の
場
合
、
供
物
と
し
て
の
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
霊
魂
の
依
代
と
し
て
認
識
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
告

身
が
そ
の
位
置
を
占
め
る
場
合
す
ら
あ
っ
た
。
朝
鮮
国
の
未
亡
人
に
よ
る
亡
夫
祭
祀

は
、
『
家
禮
』
に
記
さ
れ
た
神
主
に
よ
ら
な
い
形
態
で
も
、
王
朝
か
ら
顕
彰
さ
れ
る

場
合
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

神
主
に
よ
っ
て
故
人
を
祭
る
こ
と
は
『
家
禮
』
に
記
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
よ
っ
て
模
範
的
な
祭
祀
を
続
け
た
未
亡
人
が
王
朝
か
ら
顕
彰
を
受
け
る
こ
と

は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
神
主
は
、
財
産
を
差
し
置
い
て
も
、
身
命
を
賭
し
て

も
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
実
践
者
も
ま
た

旌
表
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

影
幀
に
よ
る
亡
夫
の
祭
祀
は
、
『
家
禮
』
に
則
る
も
の
で
は
な
い
が
、
神
主
に
よ

る
亡
夫
祭
祀
同
様
、
王
朝
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
影
幀
を
用
い
た
故
人
の
祭
祀
は
、

朝
鮮
国
王
家
で
も
祖
先
祭
祀
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
驚

く
に
足
り
な
い
。
た
だ
、
影
幀
を
用
い
た
国
王
家
の
祖
先
祭
祀
は
原
廟
に
お
い
て
行

わ
れ
る
祭
祀
で
、
国
家
祭
祀
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
神
主
を
用
い
た
祖

先
祭
祀
で
あ
る
宗
廟
祭
祀
と
は
区
別
さ
れ
た
「
俗
祭
」
で
あ
っ
た

( (

( 

。

　

朝
鮮
に
お
い
て
は
、
建
国
か
ら
間
も
な
い
太
宗
五
年
（
一
四
〇
五
）
、
次
の
よ
う

な
議
論
が
あ
っ
た
。

金
瞻
啓
曰
、
眞
影
之
設
本
於
佛
・
老
、
漢
初
始
起
、
至
宋
仁
宗
、
其
制
大
盛
、

立
屋
數
千
閒
、
以
宗
廟
爲
輕
、
眞
殿
爲
重
、
皆
設
素
飧
、
因
佛
氏
之
衜
也
、

然
立
眞
殿
、
非
古
也
、
三
年
之
後
、
當
祔
於
廟
、
眞
殿
可
革

（
（
（

　

こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
、
朝
鮮
初
期
の
文
臣
金
瞻
が
、
影
幀
を
祀
っ
て
祖
先
の
祭
祀

を
行
う
原
廟
「
眞
殿
」
の
祭
祀
が
宋
の
仁
宗
の
代
に
盛
大
に
な
り
、
正
禮
で
あ
る
宗

廟
祭
祀
を
も
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
「
古
」
の
在
り
方
に
背
く
も
の
と
し

て
強
く
批
判
し
た
こ
と
を
伝
え
る
文
で
あ
る
。
金
瞻
は
、
か
か
る
「
眞
殿
」
に
お
け

る
「
眞
影
」
を
用
い
た
祭
祀
を
、
元
来
は
「
佛
・
老
」
の
祭
祀
方
法
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。
「
眞
殿
」
祭
祀
の
供
物
は
肉
を
用
い
な
い
「
素
飧
」
で
、
仏
教
の
影
響
に
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よ
る
も
の
と
の
指
摘
も
目
を
引
く
。

　

朝
鮮
の
原
廟
に
お
け
る
影
幀
祭
祀
に
は
、
前
王
朝
高
麗
の
原
廟
の
在
り
方
が
濃
厚

に
影
響
し
て
い
る

( (

( 

。
高
麗
国
王
家
王
氏
の
原
廟
で
あ
る
景
霊
殿
は
、
宋
（
趙
宋
）

の
原
廟
景
霊
宮
の
強
い
影
響
の
下
に
形
成
さ
れ
た
。

　

宋
の
景
霊
宮
は
、
宋
帝
室
の
始
祖
を
祀
っ
た
道
観
で
、
神
宗
期
に
散
在
し
て
い
た

「
神
御
殿
」
を
集
め
て
以
降
、
原
廟
と
し
て
の
相
貌
を
色
濃
く
し
た

( (

( 

。
宗
廟
（
太
廟
）

が
神
主
を
奉
じ
た
の
に
対
し
、
景
霊
宮
に
は
「
塑
像
」
即
ち
土
像
が
奉
じ
ら
れ
て
い

た

((1

( 

。

　

明
代
に
は
、
釈
奠
の
時
に
用
い
る
霊
魂
の
依
代
を
め
ぐ
っ
て
、
塑
像
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
。

塑
像
之
設
、
自
古
無
之
、
至
佛
教
入
中
國
始
有
也
、
三
代
以
前
祀
神
、
皆
以
主
、

無
有
所
謂
像
設
也
、
彼
異
教
用
之
、（
中
略
）
國
初
洪
武
十
四
年
、
首
建
太
學
、

聖
祖
毅
然
灼
見
千
古
之
非
、
自
夫
子
以
下
、
像
不
土
繪
、
祀
以
神
主

((1

(

祭
祀
に
塑
像
を
用
い
る
の
は
仏
教
の
祭
祀
方
法
で
、
理
想
的
な
三
代
の
王
朝
、
即
ち

夏
・
殷
・
周
以
前
に
は
神
主
を
用
い
、
像
を
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
が
そ
の

建
国
に
当
た
り
文
廟
を
設
け
た
際
、
画
像
や
土
像
を
用
い
る
非
を
改
め
て
、
神
主
に

よ
っ
て
聖
人
の
霊
を
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
議
論
を

念
頭
に
置
け
ば
、
土
像
に
せ
よ
、
影
幀
に
せ
よ
、
像
を
用
い
て
故
人
を
祀
る
方
法
に

は
、
仏
教
や
道
教
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
は
い
え
、
十
八
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
『
五
禮
通
考
』
に
は
、
そ
の
訂
者
で
あ

る
方
観
承
に
よ
っ
て
「
自
後
尸
法
亡
而
像
設
盛
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

((1

( 

。

「
尸
」
が
像
に
変
化
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
尸
」
と
は
魂
の
抜
け
た
骸
の
意
味

で
あ
る
が
、
転
じ
て
故
人
を
そ
の
ま
ま
に
写
し
た
形
代
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
か
か
る
「
尸
」
は
、
孔
子
が
「
祭
成
喪
者
必
有
尸
」((1

(

と
述
べ
る
よ
う
に
、

あ
る
い
は
朱
子
が
「
古
人
于
祭
祀
必
立
之
尸
、
其
義
精
甚
、
蓋
又
是
因
祖
考
遺
體
以

凝
聚
祖
考
之
氣
、氣
與
質
合
、
則
其
散
者
庶
幾
復
聚
、
此
教
之
至
也
」((1

(

と
説
く
よ
う
に
、

儒
教
祭
祀
の
立
場
に
お
い
て
も
霊
魂
の
依
代
と
し
て
祭
ら
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
「
祭
祀
之
有
尸
也
、
宗
廟
之
有
主
也
、
示
民
有
事
也
、
脩
宗
廟
、
敬
祀
事
、
教

民
追
孝
也
」

（
（1
（

と
い
う
孔
子
の
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
廟
祭
祀
に
匹
敵
す
る
「
孝
」

の
表
現
手
段
で
あ
り
、
民
衆
教
化
に
も
有
効
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
孔
子
は
「
尸
必
以
孫
、
孫
幼
則
使
人
抱
之
、
無
孫
則
取
於
同
姓
可
也
」((1

(

と
、「
尸
」

は
故
人
の
子
孫
な
ど
血
縁
者
に
限
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
故
人
の
形
質
を
受

け
継
い
だ
人
間
を
霊
魂
の
依
代
と
す
る
こ
と
は
、
孔
子
の
「
祭
如
在
、
祭
神
如
神

在
」((1

(

と
の
姿
勢
に
も
通
じ
よ
う
。
や
は
り
像
を
霊
魂
の
依
代
と
す
る
祭
祀
形
態
は
、

仏
教
・
道
教
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
儒
教
祭
祀
の
観
点
か
ら
も
考
究
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。

　

た
だ
、
方
観
承
は
先
に
掲
げ
た
「
自
後
尸
法
亡
而
像
設
盛
」
に
続
け
て
、

於
是
梵
宮
・
道
院
・
野
廟
・
淫
祠
、
無
非
土
木
衣
冠
神
鬼
變
相
、
既
立
不
罷
、

終
日
儼
然
、
煽
惑
愚
民
、
無
有
限
極

と
述
べ
て
い
る
。
像
が
尸
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
こ
と
は
、
即
ち
儒
道
の
衰
退
、
仏
教
・

道
教
や
淫
祠
の
隆
盛
を
反
映
し
た
も
の
と
い
う
の
が
観
承
の
認
識
で
あ
っ
た
。
像
に

よ
る
祭
祀
は
、
や
は
り
仏
道
二
教
と
不
可
分
に
結
節
さ
れ
て
い
た
。

　

方
観
承
は
「
衣
冠
」
を
祭
る
、
或
い
は
供
え
る
こ
と
も
、
土
・
木
を
用
い
た
像
同
様
、

否
定
的
に
み
て
い
た
。
し
か
し
衣
服
に
つ
い
て
、
明
で
は
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ

た
。
洪
武
元
年(

一
三
六
八)

十
二
月
、
太
廟
に
奉
斎
さ
れ
て
い
る
四
代
帝
后
の
冠

服
が
調
製
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
禮
を
司
る
太
常
に
諮
問
が
あ
っ
た
。
こ
の

時
、
太
常
は
次
の
よ
う
な
回
答
を
し
た
。

　

『
中
庸
』
に
「
設
其
裳
衣
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
そ
の
注
釈
書
に
は
「
先
祖
之

遺
衣
服
、
祭
則
設
之
」
と
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
に
「
漢
高
帝
陵
寢
衣
冠
、
月
出
遊

高
廟
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
從
高
帝
陵
寢
出
、
遊
高
廟
、
皆
前
王
存
日
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衣
冠
」
と
す
る
解
釈
が
あ
る
。
既
に
太
廟
四
代
の
帝
后
に
尊
号
を
奉
っ
た
以
上
、
冠

服
も
調
製
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
生
時
の
在
り
方
を
模
し
て
廟
に
蔵
し
、
祭

祀
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
を
並
べ
、
そ
の
後
こ
れ
を
焼
く
の
が
よ
い
〔
藏
於
廟
、
以
象

生
時
所
存
、
遇
時
享
則
陳
之
、
仍
各
製
一
襲
以
焚

〕

((1

( 

。

　

こ
の
回
答
が
皇
帝
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
冠
服
が
製
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
生
時
を

象
っ
て
衣
服
を
調
製
し
、
祭
礼
時
に
こ
れ
を
並
べ
、
祭
り
終
わ
っ
た
ら
こ
れ
を
焼
く
、

と
い
う
記
述
は
、『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
た
。

生
時
を
象
っ
て
衣
服
を
並
べ
る
こ
と
は
、
「
祭
如
在
、
祭
神
如
神
在
」
と
い
う
孔
子

の
姿
勢
を
具
体
化
し
、
霊
魂
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
衣
服
を
以
て
故

人
の
祭
祀
を
行
う
こ
と
も
ま
た
、
儒
教
的
な
解
釈
の
中
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
可
能

な
顕
彰
理
由
で
あ
っ
た
。
な
お
、
高
麗
王
家
の
太
祖
王
建
の
原
廟
、
藝
祖
廟
に
は
彼

の
衣
服
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
た

((1

( 

こ
と
も
、
最
後
に
付
言
し
て
お
こ
う
。

結
び
に
代
え
て

　

以
上
、
『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
み
え
る
士
庶
人
層
の
亡
夫
祭
祀
と

そ
の
表
象
に
つ
い
て
の
事
例
を
掲
出
し
、
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。
神
主
・
影
幀
が

霊
魂
の
依
代
と
し
て
祭
祀
の
対
象
に
な
っ
た
他
、
衣
服
や
故
人
に
関
す
る
文
書
な
ど

が
そ
の
位
置
を
占
め
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
あ
る
思
想
に
つ
い
て

は
、
儒
教
思
想
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
や
道
教
の
影
響
を
勘
案
し
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
儒
教
の
経
典
の
解
釈
の
範
囲
内
に
収
ま
る
―
あ
る
い
は
収
ま
ら
せ
た
―
も

の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
亡
夫
祭
祀
は
、
必
ず
し
も
『
家
禮
』
に

則
る
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
儒
教
国
朝
鮮
の
祭
祀
の
範
疇
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

　

『
東
國
新
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
は
、
確
か
に
儒
教
道
徳
の
遵
守
を
推
奨
す
る

書
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
『
家
禮
』
を
実
践
し
て
顕
彰
さ
れ
た
例
が
認
め
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
夫
の
葬
祭
を
仏
教
式
で
は
な
く
『
家
禮
』
に
従
っ
て
行
っ
た
羅
氏

（
一
―
二
十
一 

羅
氏
守
墳
）
〔
喪
祭
一
從
文
公
家
禮
、
不
用
浮
屠
、
旌
閭
〕
、
『
家
禮
』

や
『
小
學
』
を
愛
読
し
て
身
を
律
し
た
柳
氏
（
二
―
三
十
六　

柳
氏
至
行
）〔
以
小
学
・

家
禮
律
身
〕
、
亡
夫
の
弔
い
を
「
禮
文
」
に
則
っ
て
行
っ
た
銀
伊
（
七
―
二
十　

銀

伊
斷
指
）
〔
喪
祭
一
從
禮
文
〕
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
王
朝
は
、
夫
の
死
後

剃
髪
し
て
尼
に
な
り
、朔
日
・
望
日
の
祭
祀
を
二
十
年
間
欠
か
さ
ず
行
っ
た
朴
氏
（
一

―
三
十
七　

朴
氏
廬
墓
）
に
対
し
、
旌
閭
を
以
て
報
い
て
い
る
〔
剃
髪
爲
尼
毎
朔
望

親
自
行
祭
、
二
十
餘
年
不
少
懈
、
旌
閭
〕
。
僧
形
で
亡
夫
の
祭
祀
に
従
っ
た
者
で
す
ら
、

王
朝
に
と
っ
て
大
々
的
に
顕
彰
す
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
。
尼
に
な
っ
た
と
の
記
載
ま

で
は
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
示
し
た
未
亡
人
の
中
に
も
髪
を
剃
り
、
切
っ
た
者
た
ち

が
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
た
い
。

　

儒
教
に
則
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
う
で
な
い
形
態
で
あ
れ
、
祖
先
や
亡
夫
を
祀
る
と

い
う
行
為
は
、
儒
教
国
家
朝
鮮
に
お
い
て
顕
彰
さ
れ
る
べ
き
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
結
果
的
に
孝
や
貞
と
い
う
儒
教
的
な
徳
目
の
実
践
と
し
て

結
果
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
東
國
續
三
綱
行
實
圖
』
烈
女
圖
に
お
い

て
見
ら
れ
た
様
々
な
亡
夫
祭
祀
の
表
象
は
、
そ
の
よ
う
な
儒
教
国
家
朝
鮮
国
の
人
霊

祭
祀
に
お
け
る
寛
容
性
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
1
）「
家
禮
」　

朱
傑
人
・
嚴
佐
之
・
劉
永
翔
主
編
『
朱
子
全
書
』
七　

上
海
古
籍
出
版
社
・

安
徽
教
育
出
版
社
。
朝
鮮
の
も
の
と
し
て
は
、
朴
景
燮
『
韓
國
의
禮
俗
研
究
』（
一
九
九
三

年　

書
光
學
術
資
料
社
）
の
「
附
録
」
と
し
て
付
さ
れ
た
己
卯
四
月
日
芸
閣
校
印
本
を

参
観
し
た
。
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（
2
）
例
え
ば
、鄭
夏
美
「
絵
画
と
し
て
の
「
倭
軍
」
と
烈
女
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
―
十
七
世
紀
の
「
東

国
新
続
三
綱
行
実
図
」
の
分
析
か
ら
―
」　

大
口
勇
次
郎
編
『
女
の
社
会
史　

17
―
20
世

紀
』　

二
〇
〇
一
年　

山
川
出
版
社
。　

（
3
）
서
울
大
學
校
奎
章
閣
蔵
。
本
稿
で
は
一
九
九
二
年
弘
文
閣
刊
の
影
印
版
に
よ
っ
た
。

（
4
）
本
文
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
例
に
、
一
―
七
十
七 

莫
德
節
行
、
二
―
二
十
三 

辛
氏
砕

指
、
三
―
四
十
三 

千
玉
節
行
、
四
―
五
十
六 

韓
氏
執
喪
、
な
ど
が
あ
る
。
う
ち
「
莫

德
節
行
」
の
挿
絵
で
は
、
神
主
ら
し
き
も
の
の
前
に
衣
服
が
供
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
【
図
30
】
が
、
文
章
に
そ
の
よ
う
な
記
載
は
な
い
。

（
5
）
日
本
の
場
合
、
神
に
位
階
や
称
号
を
授
与
し
た
文
書
が
神
聖
化
さ
れ
る
事
例
が
知
ら
れ

る
（
榎
本
直
樹
『
正
一
位
稲
荷
大
明
神
』　

一
九
九
七
年　

岩
田
書
院　

三
九
頁
）
。

（
6
）『
國
朝
五
禮
義
』
序
例　

一
九
七
九
年　

景
文
社　

三
五
一
頁
。

（
7
）「
太
宗
実
録
」
十　

五
年
十
二
月
十
九
日(

辛
巳
日)

。
國
史
編
纂
委
員
會
Ｈ
Ｐ
（http://

sillok.history.go.kr/

）

（
8
）
金
澈
雄
「
고
려
시
대 

太
廟
와 

原
廟
의 

운
영
」『
國
史
館
論
叢
』
一
〇
六　

二
〇
〇
五
年
。

（
9
）
山
内
弘
一
「
北
宋
時
代
の
神
御
殿
と
景
靈
宮
」
（
『
東
方
学
』
七
〇 

一
九
八
五
年
）
、
吾

妻
重
二
『
宋
代
思
想
の
研
究
』
Ⅱ
部
第
四
章
（
関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
九
年
）
。

（
10
）「
宋
史
」
一
百
九　

志
六
十
二　

禮
志
十
二
（
『
宋
史
』
八　

中
華
書
局　

二
六
二
四
頁
）

に
「
東
京
以
來
奉
先
之
制
、
太
廟
以
奉
神
主
（
中
略
）
、
景
靈
宮
以
奉
塑
像
」
と
あ
る
。

（
11
）
丘
濬
編
「
大
學
衍
義
補
」
六
十
五　

釋
奠
先
師
之
禮
上　

十
二
丁　

王
雲
五
主
持
『
四

庫
全
書
珍
本
』
二
集　

大
学
衍
義
補
六　

商
務
印
書
館
。

（
12
）
秦
蕙
田
編
「
五
禮
通
考
」
五　

十
六
―
十
七
丁　

『
五
禮
通
考
』
一　

一
九
九
四
年　

聖
環
圖
書
有
限
公
司
。

（
13
）「
禮
記
」
曾
氏
問　

新
釈
漢
文
大
系
二
七
『
礼
記
』
上　

一
九
七
一
年　

明
治
書
院　
　

二
九
九
―
三
〇
〇
頁
。

（
14
）「
晦
翁
學
案
」
上
（
「
宋
元
學
案
」
四
十
八
）
『
宋
元
學
案
』
一　

一
九
八
六
年　

中
華

書
局　

一
五
二
〇
頁
。

（
15
）「
禮
記
」
坊
記　

新
釈
漢
文
大
系
二
九
『
礼
記
』
下　

一
九
七
九
年　

明
治
書
院　

七
九
九
頁
。

（
16
）
前
掲
（
13
）
。

（
17
）「
論
語
」
八
佾　

新
釈
漢
文
大
系
一
『
論
語
』　

一
九
六
〇
年　

明
治
書
院　

七
〇
頁
。

（
18
）
兪
汝
楫
編
「
禮
部
志
稿
」
八
十
三 

製
藏
廟
冠
服　

王
雲
五
主
持
『
四
庫
全
書
珍
本
』

初
集　

禮
部
志
稿
十　

商
務
印
書
館
。

（
19
）
前
掲
（
8
）
。

〔
附
記
〕
本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
科
研
費 

Ｊ
Ｐ
二
〇
Ｋ

二
〇
六
七
六
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
影
幀
を
用
い
た
人
霊
祭
祀
研
究
に
対
す
る

学
際
的
方
法
論
の
構
築
」
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

図 30　莫德節行 (1-77)


